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男　性　770人
女　性　483人

計　1,253人

だるま朝日©徳島市



シルバー   とくしま （2）令和４年１月１日

　
明
け
ま
し

て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
公
益
社
団

法
人
徳
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

皆
様
に
は
、
穏
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、「
自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助
」
の
理
念
の
も
と
、
高
齢
者
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
就
業
機
会
の
提

供
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の
健
康
で
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
の
実
現
や
、
地
域
社
会
の

福
祉
の
向
上
と
活
性
化
に
御
尽
力
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
日
頃
か
ら
徳
島
市
の
高
齢
者
福
祉

行
政
を
は
じ
め
、
市
政
各
般
に
格
別
の
御

支
援
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
御
承
知
の
と
お
り
、
我
が
国
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
「
国
難
」

に
直
面
し
、
市
民
生
活
や
経
済
・
社
会
活

動
な
ど
、
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
多
大

な
影
響
を
受
け
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

私
達
が
培
っ
て
き
た
社
会
の
仕
組
み
や
価

値
観
の
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
技
術
革
新
の
急
速
な
進
展
と

　
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
４

年
（
２
０
２

２
年
）
の
新
春
を
迎
え
、
徳
島
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の

皆
さ
ま
と
ご
家
族
の
皆
さ
ま
方
に

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
ふ
る
い
、

変
異
株
オ
ミ
ク
ロ
ン
等
も
出
現
す

る
中
、
収
束
の
兆
し
は
見
え
ず
、

セ
ン
タ
ー
実
績
も
コ
ロ
ナ
前
の
水

準
に
戻
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
が
、

事
務
局
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
就
業
拡
大
、
会
員
拡
大
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
年
も

主
要
目
標
と
し
て
役
職
員
一
丸
と

な
り
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

　
個
人
的
に
は
、
昨
年
末
の
ビ
ッ

グ
ニ
ュ
ー
ス
、
米
プ
リ
ン
ス
ト
ン

大
学
上
席
研
究
員
真
鍋
淑
郎
さ
ん

（
90
）
が
、
科
学
界
で
最
高
栄
誉
と

さ
れ
る
「
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を

受
賞
」
の
ニ
ュ
ー
ス
に
日
本
中
が

沸
き
、
ま
た
氏
は
隣
県
愛
媛
の
川

之
江
出
身
と
の
こ
と
で
、
一
段
と

身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
私
に

は
現
役
時
代
、
川
之
江
に
近
い
徳

島
県
池
田
町
勤
務
の
経
験
が
あ
り
、

県
境
の
林
道
を
抜
け
る
と
見
上
げ

る
空
は
白
い
雲
が
覆
い
、
パ
ル
プ

工
場
の
煙
が
、
三
島
、
川
之
江
地

区
の
工
場
群
の
高
い
煙
突
か
ら
天

に
届
け
と
噴
き
上
げ
て
い
る
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
池
田
町

と
い
え
ば
、
北
海
道
の
池
田
町
を

レ
ン
タ
カ
ー
で
走
り
抜
け
た
時
は
、

右
も
左
も
農
園
で
、
四
国
の
山
野

に
は
な
い
広
大
な
景
色
に
、
非
日

常
を
満
喫
し
ま
し
た
。
狭
い
日
本

と
は
云
う
も
の
の
、
矢
張
り
自
然

は
雄
大
で
す
。「
日
々
是
好
日
」
を

肝
に
銘
じ
今
年
も
ス
タ
ー
ト
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
４
年
度
に
当
セ
ン

タ
ー
は
設
立
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。

節
目
と
し
て
「
お
か
げ
さ
ま
で
40

周
年
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

記
念
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
感
謝
を
基
に
、
皆
さ

ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
進

め
て
参
り
ま
す
。

と
も
に
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進

行
や
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
う
人

手
不
足
の
深
刻
化
な
ど
、
本
市
を
取
り
巻

く
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま

す
。

　
人
生
100
年
時
代
を
迎
え
、
活
力
あ
る
地

域
社
会
を
こ
れ
か
ら
も
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
持

ち
、
社
会
の
中
で
活
躍
し
続
け
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
果
た
さ
れ
る
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
で

あ
り
、
就
業
を
通
じ
て
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
や
社
会
参
加
が
促
進
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
高
齢
者
の

皆
様
が
長
年
培
わ
れ
た
豊
か
な
知
識
と

経
験
を
生
か
し
、
生
涯
現
役
と
し
て
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
活

躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
御
支

援
・
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
徳
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
、
本
年

が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
輝
か
し
い
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
挨
拶

理
事
長　

森
　
本
　
　
　
勝

徳
島
市
長　

内
　
藤
　
佐
和
子

　
寅年生まれの方は98名。

その内25名の方から回答をいた

だき、誌面の都合により、簡記さ

せていただきました。

寅年生まれの抱負
①今年やりたいこと
②健康法

①今年やりたいこと
②健康法
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寅年生まれの方は98名。

その内25名の方から回答をいた

だき、誌面の都合により、簡記さ

せていただきました。

寅年生まれの抱負
①今年やりたいこと
②健康法

①今年やりたいこと
②健康法

渡
辺
　
記
江
（
沖
洲
）

　

①
屋
外
で
の
体
に
優
し
い
ス
ポ
ー
ツ

を
み
ん
な
で
楽
し
み
た
い
。

　
　

県
外
に
住
む
兄
姉
私
弟
４
人
で
旅

行
し
た
い
。
童
心
に
返
っ
て
楽
し

く
賑
や
か
に
過
ご
し
た
い
。

　

②
毎
日
の
散
歩
。
規
則
正
し
い
生
活
、

食
事
に
気
を
配
る
。
学
ぶ
心
と
挑

戦
す
る
勇
気
を
持
つ
。

上
野
　
見
親
（
渭
北
）

　

①
資
格
試
験
に
挑
戦

　

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

杉
本
　
　
衛
（
国
府
北
）

　

①
歩
い
て
88
ヶ
寺
を
回
る

　

②
毎
日
早
足
で
一
日
４
㎞

東
山
　
信
仁
（
八
万
南
）

　

①
阿
波
踊
り

　

②
一
時
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
サ
ウ

ナ
風
呂

西
川
　
敬
子
（
勝
占
多
家
良
）

　

①
整
理
整
頓

　

②
柔
軟
体
操
、
太
極
拳

池
村
　
敏
夫
（
加
茂
）

　

①
仕
事
の
継
続
、
断
捨
離

　

②
断
酒
の
継
続
と
健
康
食
品
の
摂
取
、

ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

折
目
　
早
苗
（
八
万
北
）

　

①
美
術
展
覧
会
を
開
く

　

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

鈴
江
　
　
薫
（
名
東
）

　

①
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
優
勝

　

②
一
日
一
万
歩
以
上
歩
く

小
山
　
政
明
（
八
万
南
）

　

①
今
年
も
家
族
円
満
（
６
人
）

　

②
散
歩
と
朝
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

小
賀
野
五
郎
（
八
万
北
）

　

①
釣
り
で
大
物
を
狙
い
た
い

　
　

家
庭
菜
園
で
椎
茸
を
作
る

　
　

自
作
の
船
を
作
り
た
い

　

②
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

　
　

万
歩
計
で
五
千
歩
あ
る
く

沢
口
　
英
雄
（
勝
占
多
家
良
）

　

①
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
い
た
ら
県
外

へ
の
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
す
る
。

　
　

終
息
し
て
い
な
け
れ
ば
不
用
品
の

断
捨
離
を
し
て
家
の
中
を
ス
ッ
キ

リ
し
た
い
。

　

②
食
事
は
腹
八
分
目
に
心
掛
け
、
週

に
４
回
は
屋
外
へ
ド
ラ
イ
ブ
及
び

散
歩
し
て
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
・
ス
ト
レ
ス
の
解
消
。

奥
山
　
幸
二
（
勝
占
多
家
良
）

　

①
今
日
の
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご

し
た
い

　

②
文
化
の
森
の
野
良
猫
と
話
を
し
歩

い
て
い
る

千
棒
　
久
代
（
佐
古
）

　

①
仕
事
に
趣
味
（
手
芸
）
に
勉
強
に
、

い
つ
ま
で
も
新
し
い
自
分
に
ト
ラ

イ
!!

　

②
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
で
生

涯
現
役
、
健
康
と
実
益
に
ト
ラ

イ
!!

西
岡
　
秀
雄
（
国
府
北
）

　

①
ボ
ウ
リ
ン
グ　

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
300

点
を
目
指
す
。
今
ま
で
の
ハ
イ
ス

コ
ア
270
点
。
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

②
週
２
回
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
と
毎
日
一

時
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

金
沢
　
　
港
（
川
内
応
神
）

　

①
伊
吹
山
と
白
山
に
登
る
。

　

②
美
空
ひ
ば
り
の
「
月
の
夜
汽
車
」

を
聞
き
な
が
ら
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
腹
筋
と
背
筋
を
３
分
す
る
。

　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
な
が
ら
田
ん
ぼ

の
中
で
大
声
で
「
ア
イ
ウ
ベ
」
と

言
う
。

武
田
　
丈
司
（
名
東
）

　

①
市
か
ら
の
散
歩
案
内
と
か
に
積
極

的
に
参
加

　

②
毎
朝
一
万
歩
の
散
歩
。
雨
天
中
止
、

９
月
に
禁
煙
し
た

松
崎
　
慶
子
（
入
田
上
八
万
）

　

①
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
ら
み
ん
な
と

旅
行
や
食
事
を
楽
し
み
た
い

　

②
愛
犬
と
の
散
歩
を
毎
日
40
分
か
ら

一
時
間
位
し
て
い
る
（
雨
が
降
ら

な
い
限
り
）

篠
宮
　
良
子
（
川
内
応
神
）

　

①
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
栽
培

　

②
毎
日
五
千
歩
を
目
標
に
歩
く

松
本
美
代
子
（
津
田
）

　

①
い
ま
ま
で
ど
う
り

　

②
こ
の
ま
ま
マ
イ
ペ
ー
ス
で

三
木
　
賢
治
（
佐
古
）

　

①
マ
イ
ペ
ー
ス
で
暮
し
て
行
く

　

②
毎
日
６
〜
７
㎞
散
歩

十
川
　
健
治
（
国
府
南
）

　

①
運
動
、
平
日
は
仕
事

　

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

足
立
　
勝
美
（
佐
古
）

　

①
俳
句

　

②
ラ
ジ
オ
体
操
、
散
歩

岡
本
　
和
夫
（
佐
古
）

　

①
毎
日
元
気
で
仕
事
を
し
た
い

　

②
西
部
公
園
か
ら
眉
山
山
頂
へ
歩
く

辻
本
　
𠮷
生
（
津
田
）

　

①
元
気
で
仕
事
を
続
け
た
い

　

②
毎
日
30
分
の
散
歩
と
仕
事
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安全・適正就業委員会から安全・適正就業委員会から

シルバー世代の交通安全シルバー世代の交通安全

　
同
封
し
て
お
り
ま
す
就
業
情

報
か
ら
、
希
望
さ
れ
る
お
仕
事

を
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、

郵
送
も
し
く
は
セ
ン
タ
ー
事
務

局
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
締
め
切
り
は
令
和

４
年
１
月
31
日（
月
）で
す
。

分
か
ち
合
い
就
業
に
お
け
る

「
就
業
情
報
」
に
つ
い
て

　　草
刈
り
機
安
全
講
習
会
の
お
知
ら
せ

草
刈
り
機
安
全
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　
草
刈
り
機
の
基
本
的
な
操
作
や

点
検
、
整
備
方
法
な
ど
の
習
得
を

目
的
と
し
て
草
刈
り
機
安
全
講
習

会
を
令
和
４
年
２
月
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。

　
就
業
時
や
ご
家
庭
で
草
刈
り
機

を
使
用
さ
れ
る
方
、
こ
れ
か
ら
草

刈
り
機
を
使
っ
て
就
業
さ
れ
た
い

方
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
参
加
日
時
や
申
し
込
み
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
同
封
し
て
お
り
ま

す
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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　令和 3 年 11 月 2 日に当センターの森本理事長、三輪常務理事、河野事務局長が徳島市役

所を訪れインボイス草の根運動の一環として、「高齢社会にチャレンジするシルバー人材セン

ターの決意と支援の要望」を提出しました。

　内藤市長の代理として要望書を受理した藤田健康福祉部長からは、「シルバー人材センター

の現状を鑑み、前向きに検討します。」とのお話をいただきました。また、井上議会議長には、

シルバー人材センター事業に対する理解促進とインボイス制度がセンターに与える影響につ

いて説明し、今後のご協力とご支援をお願いいたしました。

インボイス制度がシルバー人材センターへ与える影響と課題
～ 配分金には消費税が含まれています ～

　シルバー人材センターが会員の皆さんにお支払いする「配分金」には、発注者から預かっ

た消費税が含まれています。

　本来、会員は、受け取った配分金に係る消費税を税務署に申告する必要がありますが、

年間の課税売上高が 1,000 万円以下の会員の皆さんは消費税免税業者となるため、納める

必要はありません。

　インボイス制度は令和 5 年 10 月から段階的にスタートしますが、会員の皆さんにはこ

れまでどおり発注者から預かった消費税額を含めて配分金をお支払いします。また、消費

税免税事業者である会員の皆さんは、引き続きこの消費税を税務署に申告する必要はあり

ません。

　しかし、インボイス制度が始まると、センターは消費税免税事業者である会員さんとの

取引について、消費税の仕入税額控除が認められなくなり、その分を負担しなければなり

ません。つまり、センターとしては、新たな納税コストが発生することになります。

　センターでは、この新たな納税コストについては、発注者との料金の値上げ交渉を行う

ほか、一層の業務効率化を図るなどで、会員の皆さんの配分金に影響しないよう尽力いた

します。

　しかしながら、そのことで仕事が減ってしまったり、センターの運営が厳しくなること

も懸念されますので、今後の状況によっては、会員の皆さんにご協力をお願いする場合が

あるかもしれませんので、その際はなにとぞご理解のほどお願いいたします。

内藤市長・井上徳島市議会議長へシルバー人材センター事業への支援をお願いしました !!

◆事務局からのお知らせ

森本理事長より要望書提出

※訂正　これまでの掲載分に、配分金に含まれる消費税の取扱いについての説明に謝りがありました。お詫び、訂正させて頂きます。
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〈
理
事
会
〉

▼
第
３
回
　
理
事
会

　
令
和
３
年
９
月
24
日
（
金
）

　
・・
令
和
３
年
度
補
正
予
算
案
（
第

１
号
）

　
・・
会
員
の
入
退
会

　
・・
未
収
金
（
催
告
状
の
発
行
）

　
・・
職
務
執
行
状
況

　
・・
徳
島
市
立
考
古
資
料
館
指
定
管

理
申
請

　
・・
普
及
啓
発
活
動

▼
第
４
回
　
理
事
会

　
令
和
３
年
11
月
26
日
（
金
）

　
・・
令
和
４
年
度
　
当
初
予
算
編
成

方
針
（
案
）

　
・・
会
員
の
入
退
会

　
・・
令
和
３
年
度
上
半
期
決
算
報
告

等

〈
調
整
会
議
〉

▼
第
１
回

　
令
和
３
年
９
月
17
日
（
金
）

▼
第
２
回

　
令
和
３
年
11
月
19
日
（
金
）

　
・・
理
事
会
開
催
を
踏
ま
え
て
協
議

　
・・
設
立
40
周
年
記
念
事
業

〈
各
種
委
員
会
〉

▼
衛
生
委
員
会

　
毎
月
第
２
木
曜
日

　
・・
労
災
保
険
適
用
事
例

　
・・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
等

▼
第
２
回
地
区
長
委
員
会

　
令
和
３
年
10
月
15
日
（
金
）

　
・・
総
会
状
況
等

理
事
会
等
の
開
催
状
況

▼
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

　
令
和
３
年
10
月
19
日
（
火
）

　
・・
事
故
状
況
、
安
全
啓
蒙

▼
シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
編
集
委
員
会

　
令
和
３
年
11
月
30
日
（
火
）
ほ
か

　
・・
シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
正
月
号
の

テ
ー
マ
及
び
項
目
に
つ
い
て
協

議

▼
第
２
回
女
性
活
動
推
進
委
員
会

　
令
和
３
年
11
月
25
日
（
木
）

　
・・
Ｐ
Ｒ
広
告
、
講
習
会
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実
施
状
況

　
・・「
女
性
会
員
拡
大
、
就
業
拡
大

推
進
部
会
」
の
取
組

　
・・
12
月
就
業
分

　
　
１
月
20
日
（
派
遣
）

　
　
　
　
25
日
（
受
託
）

　
・・
１
月
就
業
分

　
　
２
月
18
日
（
派
遣
）

　
　
　
　
25
日
（
受
託
）

　
・・
２
月
就
業
分

　
　
３
月
18
日
（
派
遣
）

　
　
　
　
25
日
（
受
託
）

　
受
託
事
業
就
業
者
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
会
費
を
配
分
金

か
ら
控
除
致
し
ま
す
。

　
年
会
費
は
毎
年
４
月
末
迄
の

納
付
期
限
の
為
、
３
月
分
配
分
金

（
４
月
口
座
振
込
）
分
か
ら
控
除

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
退
会
希
望
の
方
は
、

必
ず
３
月
末
ま
で
に
退
会
届
の
提

出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
、
３
月
分
配
分
金
が
３
千

円
未
満
の
方
や
派
遣
事
業
就
業
者

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
通
り
で
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
令
和
３
年
分
配
分
金
支
払
証
明

書
を
１
月
下
旬
に
郵
送
致
し
ま

す
。
派
遣
事
業
就
業
者
は
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
よ
り

源
泉
徴
収
票
が
届
き
ま
す
。

　
配
分
金
は
雑
所
得
、
派
遣
は
給

与
所
得
と
し
て
課
税
対
象
と
な
り

ま
す
が
、
必
要
経
費
等
の
控
除
後

の
金
額
や
公
的
年
金
・
給
与
・
譲

渡
所
得
等
の
所
得
金
額
に
よ
り
申

告
の
要
不
要
が
異
な
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
直
接
徳
島
税
務
署
へ
お

願
い
し
ま
す
。

　
℡
０
８
８-

６
２
２-

４
１
３
１

　
来
年
度
（
令
和
４
年
４
月
１
日
）

か
ら
、
配
分
金
振
込
に
つ
き
、
振

込
手
数
料
が
か
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
配
分
金
の
支
払
い

口
座
の
変
更
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
四
国
銀
行
も
し
く
は
徳
島
大
正
銀

行
へ
）

　
※
受
託
事
業
就
業
者
が
対
象
で
、

派
遣
事
業
就
業
者
は
関
係
あ
り
ま

せ
ん
。

　「
口
座
変
更
届
」
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
事
務
所
へ
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。（
令
和
４
年
３
月
末

ま
で
）

　
未
提
出
の
方
は
、
１
回
の
振
込

に
つ
き
、
66
円
の
振
込
手
数
料
を

ご
負
担
し
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
と
い
う
変

異
株
が
新
た
に
見
つ
か
り
、
感
染

力
が
強
い
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
三
密
回

避
、
マ
ス
ク
着
用
、
検
温
、
手
洗

い
等
こ
れ
ま
で
通
り
継
続
し
ま

し
ょ
う
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
利
用
会
員
の
方
へ

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
４
年
度
会
費
に
つ
い
て

配
分
金
支
払
証
明
書
に
つ
い
て

配
分
金
等
支
払
日
に
つ
い
て

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
継
続
を
！
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俳
句
・
川
柳

○

五
十
年
経
て

　
　
　
我
が
家
の
味
と
な
る
雑
煮

○

八
十
路
す
ぎ

　
　
春
来
た
る
こ
と
あ
り
の
ま
ま

竹
井
　
澄
子

○

新
年
や
　
願
い
は
一
つ
健
康
を

○

船
出
す
も

　
　
　
海
図
が
見
え
ぬ
宝
船

大
黒
　
昭
義

○

子
ら
は
し
ゃ
ぎ

　
　
　
家
族
戯
む
る
　
冬
日
差
し

○

初
詣
　
今
年
も
　
土
地
の
神
様
に

橋
本
　
守
正

○

つ
わ
ぶ
き
の
　
四
五
輪
咲
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
朝
の
寒

○

ポ
ツ
ポ
ツ
と

　
　
　
刈
田
の
あ
と
に
　
野
の
仏

田
中
　
章
夫

○

ど
ち
ら
さ
ま

　
　
　
帽
子
に
マ
ス
ク
の
お
客
さ
ま

○

懐
し
い
母
が
　
鏡
の
中
に
い
る

○

毎
日
が
日
曜
だ
け
ど
　
休
み
欲
し

橋
本
　
京
子

第
五
十
八
番
作
礼
山
　

仙せ

ん

遊ゆ

う

寺じ

四国八十八ヶ所巡り  58　
天
智
天
皇
の
勅
を
奉
じ
て
伊
予

大
守
越
智
守
興
公
が
建
立
し
た
。

本
尊
は
童
女
が
一
刀
三
礼
の
作
と

称
せ
ら
れ
る
霊
像
で
天
皇
の
守
護

仏
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
養
老
年
間
、
阿
坊
仙
人
が
参
篭

し
て
か
ら
発
展
し
寺
号
を
仙
遊
寺

と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
弘
仁
年
間
、
弘
法
大
師
巡
錫
の

さ
い
に
第
58
番
の
霊
場
に
定
め
ら

れ
、
近
く
の
寺
坊
の
徒
弟
の
加
行

の
道
場
と
な
っ
た
。

場
所
　
今
治
市
玉
川
町
別
所

　リストの言葉をたて、よこ、ななめにすべて

見つけて、パズル面に残った文字を上から順

番につなげてできる動物を答えてください。

アニマルシークワーズクイズ

応募者（シルバー人材センター会員）のうち正解者
15名の方に抽選で図書券を差しあげます。

（応募締切１月31日）

正解者26名のうち、厳正な抽選の結果15
名の方に図書券をお送りしました。

源桃 郷

前回の漢字クイズの解答

解答欄

ノ イ ク リ ア コ レ

ハ ー ウ ロ ム ツ サ

ク ジ ヤ ク サ ラ ラ

ビ ン ラ ー サ イ リ

シ パ パ バ ビ オ ゴ

ン ン ウ ヨ ピ ン ウ

ダ チ ヨ ウ ボ カ ギ

ゴリラ

ボンゴ

カピバラ

クジャク

クロサイ

リスト

ムササビ

ライオン

レッサーパンダ

チンパンジー

ハクビシン

コアリクイ

ウンピョウ

ダチョウ
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●
編
集
後
記

　

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
は
、
次
々
と
変
型
す
る

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
振
り
回
さ

れ
る
一
年
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
終
着
点
が

み
え
な
い
中
で
す
が
、
目
標
を

持
ち

　
　

  

か
た
よ
ら
な
い

　
　

  

こ
だ
わ
ら
な
い

　
　

  

ト◎
ラ◎
わ
れ
な
い
で

広
く
広
く
楽
し
み
を
み
つ
け
て
、

こ
の
一
年
、
健
康
に
気
を
つ
け

ト◎
ラ◎
イ
し
続
け
ま
し
ょ
う
！

シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
編
集
委
員
会

　
　

委
員
長　

西
川　

敬
子

　
　
　
　
　
　

𠮷
田
健
次
郎

　
　
　
　
　
　

藤
原
恵
美
子

　
　
　
　
　
　

橋
本　

京
子

　
　
　
　
　
　

多
田　

範
子

　
掃
除
・
整
理
収
納

講
習
会
に
参
加
し
て

　
　
理
事
　
橋
本
　
敬
子

　
掃
除
・
お
片
づ
け
の
コ
ツ
に
つ
い
て

〝
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
道
久
礼
子
先
生
〟
を

お
招
き
し
て
の
講
習
会
に
参
加
致
し
ま

し
た
。

　
ま
ず
最
初
に
整
理
か
ら
始
め
る
（
い

る
も
の
・
い
ら
な
い
も
の
）
に
分
け
る
。

　
溜
め
な
い
事
が
大
事
だ
と
言
う
こ
と

で
す
。
収
納
（
使
う
も
の
を
使
い
や
す

く
収
め
る
）
、
片
づ
け
（
使
っ
た
も
の

を
元
に
戻
す
）
少
し
ず
つ
減
ら
し
て
い

く
。

　
ま
た
、
買
う
事
に
注
意
す
る
な
ど
、

普
段
か
ら
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
で
、

探
し
物
が
な
く
な
り
無
駄
買
い
も
少
な

く
な
り
ま
す
。

　
次
に
お
掃
除
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
汚

れ
か
？
、
汚
れ
の
状
態
を
知
り
、
道
具

と
洗
剤
・
方
法
な
ど
を
考
え
ま
す
。
最

初
の
ほ
こ
り
の
段
階
で
取
り
除
く
事
が

大
切
で
、
は
た
き
、
掃
除
機
な
ど
を
使

い
ま
す
。

　
仕
上
げ
は
、

し
っ
か
り
絞
っ

た
雑
布
で
拭
く

こ
と
。

　
ボ
ロ
布
は
捨

て
ず
に
、
８
セ

ン
チ
角
位
に
ハ

サ
ミ
で
切
り
、
再
利
用
す
る
。
台
所
で

の
汚
れ
の
ひ
ど
い
食
器
を
、
洗
う
前
に

拭
い
た
り
す
れ
ば
、
節
水
と
排
水
口
の

汚
れ
も
激
減
し
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

で
貰
う
お
手
拭
き
な
ど
も
、
冷
蔵
庫
内

の
汚
れ
拭
き
に
も
最
適
だ
そ
う
で
す
。

　
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
お
話
し
と
、

細
か
い
所
の
汚
れ
落
と
し
に
、
ネ
ー
ム

入
り
の
竹
ベ
ラ
を
頂
き
ま
し
た
。

　
倹
約
な
生
活
と
は
、
こ
ん
な
風
に
物

事
を
考
え
実
行
し
て
い
く
も
の
な
の
か

と
、
つ
く
づ
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
、
先
生
の
お
話
し
を
聞
き
、
私
達

シ
ル
バ
ー
世
代
に
と
っ
て
、
身
体
の
動

け
る
間
に
自
分
の
手
で
、
自
分
の
意
志

で
断
捨
離
を
済
ま
せ
、
快
適
な
老
後
生

活
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
12
月
12
日
（
日
曜
日
）
午
前
10
時

か
ら
12
時
ま
で
、
２
回
目
の
バ
ザ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束

し
た
こ
と
を
機
に
、
あ
ら
ゆ
る
事
が

再
開
で
き
る
の
を
願
い
、
家
庭
の
不

用
品
や
、
家
庭
菜
園
の
収
穫
物
を
中

心
に
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
催
す
側
の
気
持
ち
が
通
じ
た
の
か
、

風
の
な
い
暖
か
い
天
候
に
恵
ま
れ
、

近
所
の
方
々
や
会
員
さ
ん
ら
約
60
人

の
来
場
が
あ
り
、
盛
況
の
う
ち
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
バ
ザ
ー
の
品
を
提
供
し
て
下
さ
っ

た
会
員
の
方
々
や
、
前
日
よ
り
お
手

伝
い
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
化
部
同
好
会
）

女
性
活
動
推
進
委
員
会
だ
よ
り

　　　先 生 か ら の
　　　　　 ポ イ ン ト

効率的なお掃除
つけ置き・

湿布で、

汚れを浮かせる

こする

拭く、磨く、

はつる

汚れに応じた

洗剤の選択

洗剤の濃度

汚れを温める

ことで落とし

やすく

時間
35％

洗剤
25％

道具
10％

温度
30％

栄 養

湿 度温 度

汚れ

カビ
繁殖

70％以上20～30℃

カビ
繁殖

カビが好む環境は

  【栄養】人間が出す汚れ、

ホコリ

  【湿度】70％以上

  【温度】20℃～30℃

　⇒カビの発生を抑える

　　環境を目指す

酸の働きで抗菌して汚れない

酢水　酢：水 ＝ １：１

クエン酸水　クエン酸小さじ1.5：水 200 ㎖

一日に１回、ちょこっとトイレ掃除

第
２
回　

バ
ザ
ー
開
催


